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１．概要（Summary） 

モアレ縞により微小変位を拡大表示し力の大きさを可

視化するメカニズムが提案している。さらに、  Fiber 

Optic Plate （以下 FOP と略す）を用いることで、力セ

ンサとして好ましくないヒステリシスを解消できる方法を提

案している[1]。本研究では、FOP に直接モアレを生じさ

せるためのパターンを作製することにより、力センサとして

の特性を向上できると考えた。その実現に向けて、ナノテ

ク支援を受けた。 

 

２．実験（Experimental） 

利用した装置：マスクレス露光装置 

2 つの類似したパターンを重ね合わせることにより、モ

アレ縞を生じさせることができる。そのうちの一つとしてピッ

チ 0.1[mm]の直線より構成される格子を大きさ 26×

76[mm]で厚みが 1.0[mm]の石英ガラスに、もう一つはピ

ッチ 0.1[mm]の直線より構成されており大きさ 45×

50[mm]で厚みが3[mm]のFOPにナノテク支援を受ける

ことにより製作した。Fig.1 左に石英ガラス、右に FOP を

示す。また、それらを重ね合わせることにより良好なモアレ

縞を確認することができた。その様子を Fig.2 に示す。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

文献[1]では、FOP に直接パターンを製作することが出

来ていなかったために部品点数が多くなり、また、パター

ンも荒かった。ゆえに高精度に計測することができなかっ

た。一方、ナノテク支援を受けることにより、FOPに直接パ

ターンを製作することが可能になったために、部品点数を

減らすことおよび、パターンも微細化するこができた。これ

により、提案している力可視化デバイスの高精度化が期

待できる。その精度検証を行うための実験装置を現在製

作している。 

  

Fig. 1 developed two plates with striped pattern 

 

 

Fig. 2 moire fringe 
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